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株主の皆さまへ Message

　平素は格別のご配慮を賜り厚く御礼申しあげます。
　当社第73期（2022年4月1日から2022年9月30日まで）
中間報告書をお届けいたします。
　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大による制限緩和が進む中、継続的な原材料・
エネルギー価格の高騰やサプライチェーンの混乱に加え、ウク
ライナ情勢の長期化、インフレーションの進行や金利上昇等、
不透明感の強さが増しています。また国内経済においても個人
消費や企業収益に持ち直しの動きがみられるものの、急速な円
安進行や更なる物価上昇懸念等、予断を許さない状況となって
います。
　また、新設住宅着工戸数が弱含みで推移する中、住宅設備機
器業界はリフォームを中心に底堅く推移しました。
　このような状況の中、当第２四半期連結累計期間の業績は、
海外において日本からの製品供給遅延や中国でのロックダウン
実施による活動制限で弱含む一方、国内は給湯機器を中心に堅
調に推移したことで増収となりました。損益面につきましては、
原材料価格や物流費の高騰、アメリカでの新工場稼働に伴う費
用増により、当社グループの営業利益は減益となりました。こ
の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、後記のとおりと
なりました。なお、中間配当金は１株につき75円とさせていた
だきました。
　当社グループは中期経営計画「New ERA 2025」における３
つの戦略ストーリーである「社会課題解決への貢献」、「事業規模
の拡大」、「企業体質の変革」の実現に向け、生活の質向上に貢献
するウルトラファインバブル給湯器や即湯ユニット内蔵ガス給
湯暖房用熱源機の開発に加え、成長市場であるアメリカでの新
工場稼働等、お客様との約束である「Creating a healthier 
way of living（健全で心地よい暮らし方を創造）」の実現と持続
的で堅実な長期成長に向けた取り組みを着実に進めています。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援ご協
力を賜りますようお願い申しあげます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 2022年12月　　　　　 
 代表取締役社長
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2023年3月期第２四半期の 
ポイント
● 売上高は海外において日本か

らの製品供給遅延等で弱含む
一方、国内で給湯機器が堅調
に推移したことにより2期連
続の増収

● 営業利益は原材料価格や物流
費の高騰、アメリカの新工場
稼働に伴う費用増により2期
ぶりの減益

● 1株当たり配当金は75円。中
間配当では13期連続の増配

売上高、売上高営業利益率

ROE、ROIC純資産、自己資本比率

営業利益、親会社株主に
帰属する純利益

1株当たり配当金（年間）

Financial Data営業のご報告（2023年3月期第2四半期 連結）

※ 投下資本利益率（ROIC）= 営業利益（みなし税引き後）
　 ÷ 投下資本（売掛金+ 在庫−買掛金+ 固定資産（有形・無形））
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給湯機器 売上高 厨房機器 売上高 空調機器、業用機器、その他 売上高

機器別売上高のポイント

● 給湯機器は国内の供給遅
延解消に向けた生産強化
による販売増で増収

● 厨房機器はインドネシアの
ビルトイン商材が好調で 
増収

営業のご報告（2023年3月期第2四半期 連結）
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部門 主要製品

給湯機器
  給湯器、ふろ給湯器、給湯暖房機、

 ハイブリッド給湯・暖房システム等 

厨房機器
  テーブルコンロ、ビルトインコンロ、オーブン、

  食器洗い乾燥機、レンジフード、炊飯器等

空調機器  ファンヒーター、ＦＦ暖房機、赤外線ストーブ等

業用機器  業務用焼物器、業務用レンジ、業務用炊飯器等

その他  衣類乾燥機、赤外線バーナー、部品等
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Financial Data

アメリカ

中国 インドネシア

オーストラリア
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韓国
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オーブン

タンクレス
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日本

高効率給湯器
エコジョーズ

衣類乾燥機レンジフード
ビルトインコンロ

供給遅延解消に向けた生産体制の強化により
給湯機器が大きく伸長し増収増益
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日本からのタンクレス給湯器等の供給遅延で販売が減少した
ことに加え、原材料価格の増加により減収減益
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日本からのタンクレス給湯器等の供給遅延で販売が減少したものの
為替換算影響により増収、新工場稼働に伴う費用の増加により営業損失
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物価や金利上昇により景況感が弱含む中、
主力のボイラー販売が減少し減収減益
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大によるロックダウンで生産・販売
活動が制限され減収、販売促進費の減少等により増益

ビルトインコンロやレンジフードの販売が伸長し増収、
原材料価格の高騰により減益
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暮らしのなかのリンナイ Featured Product

※特定条件下における洗浄効果であり、実際の使用環境における実証結果ではありません。
　実際の洗浄効果は使用方法によって異なります。

直径1マイクロメートル未満の微細な泡のことで、細かなすき間に入り込み、汚れを洗い流す作用があります。すで
に産業用途を中心に幅広く活用されており、最近では、シャワーヘッドなどの製品を通じて、家庭にもその活用が 
広がりつつあります。

ウルトラファインバブルとは

ウルトラファインバブル給湯器の洗浄効果

給湯器にウルトラファインバブル発生装置を搭載。ウルトラファインバブル給湯器を使用すれば、 
浴室や洗面所、キッチンなどで気になる水まわりの汚れや水垢が付きにくくなり、日々の掃除負担の
軽減が期待できます。

業界初、ウルトラファインバブル給湯器を発売 2022年10月

汚れの原因菌1種類の
コロニー数39%減少

さら湯 ウルトラファインバブル
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ターボヒーティング搭載　ハイブリッド給湯・暖房システムECO ONE X5を発売

デザイン性と機能性2つのニーズを叶える　食器洗い乾燥機ステンレスドア

洗練された精緻なデザインで暮らしを心地よく　上質なカラー液晶リモコンを発売

リンナイトピックス Rinnai Topics

当社は公式オンラインストア限定で「食器洗い乾燥
機ステンレスドア」の取り扱いを開始しました。「食
器洗い乾燥機ステンレスドア」はステンレス素材の
ドアパネルを採用し、シンプルでどんなキッチンに
も自然と馴染むのが特長です。開閉方法や容量が
異なるフロントオープンタイプと標準スライドオー
プンタイプの2種類を取り揃え、リンナイ製食器洗
い乾燥機の機能はそのままに、デザインをよりスタ
イリッシュに仕上げました。

ハイブリッド給湯・暖房システム「ECO ONE（エコ
ワン）」シリーズとして、ガス熱源機・タンクユニット
分離型の「ECO ONE X5（エコワン エックスファ
イブ）｣を発売しました。お湯の使用量に合わせて、
ヒートポンプの沸き上げ能力を上げる「ターボヒー
ティング」機能を搭載したことにより、タンク容量
の小型化を実現しました。また、今回初めて｢ECO 
ONE｣のラインアップにマイクロバブルバスユニット
内蔵モデルが加わり、高い省エネ性と快適性を提供
します。

「質実剛健」をコンセプトとする洗練されたデザイ
ンと操作性に優れたカラー液晶リモコンを発売しま
した。「健全で心地よい暮らし」というブランドの世
界観を体現するため、操作音など感覚的な上質さと
ともに、浴室リモコンとして業界初のBluetooth機
能を搭載し、音楽や会話を楽しむなど浴室環境の
充実を図ります。

2022年6月

2022年6月

2022年10月
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リンナイの研究開発 Research & Development

給湯器などの熱エネルギー機器は、調達から廃棄に至る機器のライフサイクル
において、商品使用時に多くのCO2 を排出します。当社は、カーボンニュー 
トラル実現に向けた宣言「Rinnai Innovation Manifesto 2050（RIM 2050）」
を策定し、水素燃焼機器の開発を進め、この度、家庭用で世界初となる水素
100％燃焼給湯器（水素給湯器）を発表しました。水素をはじめ様々なエネルギ
ーに対応した機器を取り揃えます。

家庭用において世界初
水素100%燃焼給湯器を発表 2022年5月

水素給湯器の
コンセプトモデル

水素給湯器の構造　安全へのこだわり

水素調理に関する共同開発を発表

オーストラリアでの実証実験

水素燃焼における爆発の危険性、燃焼の安定性等の課
題を、長年培った燃焼·制御技術によって克服しました。

オーストラリアのガス供給事業者と水素給湯器の実証
実験を開始します（2022年度内予定）。

水素給湯器の発表会
（2022年7月）

2022年10月

当社は、トヨタ自動車（株）とその子会社であるウーブン・プラネット・
ホールディングス（株）とともに、新たな水素の用途の一つとして水素を
燃焼させて行う調理（水素調理）について共同開発を開始しました。 
トヨタ自動車（株）が建設を進めるWoven City（ウーブン・シティ）へ
の導入を視野に実証を行い、水素調理によるカーボンニュートラルへの
貢献と水素による新たな食の体験の提供を目指します。

熱交換器

可燃ガス

バーナー

ファン

空気

水素3
2

1

❶バーナー
　少量・低温の出湯でも逆火せず安定して燃焼
❷フレームトラップ（火炎を遮断する部品）
　バーナーで逆火が起きても火炎をさえぎる
❸水素と空気の混合方式
　引火しても安全なレベルまで可燃ガスの容積を
　最小化

逆火とは？
燃料の噴出速度が燃焼速度を下回り、
バーナー内部に火炎が入り込むこと。
バーナーの温度が上昇することで変形
し、機器の故障の原因に。
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財務データ Financial Data
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   当第２四半期末 前期末
   当第２四半期 前第２四半期
  累計期間 累計期間

   当第２四半期 前第２四半期
  累計期間 累計期間

四半期連結損益計算書（単位：百万円）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

当第２四半期累計期間（2022年4月1日から2022年9月30日まで）　
前第２四半期累計期間（2021年4月1日から2021年9月30日まで）　

当第２四半期累計期間（2022年4月1日から2022年9月30日まで）　
前第２四半期累計期間（2021年4月1日から2021年9月30日まで）　

四半期連結貸借対照表（（単位：百万円）

当第２四半期末（2022年9月30日現在）　
前期末（2022年3月31日現在）

資産の部

流動資産

固定資産

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

資産合計

負債の部

流動負債

固定負債

負債合計

純資産の部

株主資本

　資本金

　資本剰余金

　利益剰余金

　自己株式

その他の包括利益累計額

非支配株主持分

純資産合計

負債 純資産合計

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の四半期末残高

水素給湯器の
コンセプトモデル

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

税金等調整前四半期純利益

法人税等

四半期純利益

非支配株主に帰属する四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

333,956

178,910

100,598

3,792

74,520

512,867

108,803

25,206

134,010

328,419

6,484

8,673

315,593

△ 2,330

14,700

35,736

378,856

512,867
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 役　員（2022年9月30日現在）

会社概要（2022年9月30日現在） 国内ネットワーク（2022年9月30日現在）

所有者別株式分布

株式構成（2022年9月30日現在）

会社データ・株式の状況

代表取締役会長    林　　謙治
代表取締役社長 社長執行役員  内藤　弘康
代表取締役 副社長執行役員  成田　常則
取締役 （社外）   松井　信行
   神尾　　隆

発行可能株式総数 200,000,000株

発行済株式数 50,021,057株（自己株式を含む）

株主数  4,119名

常務執行役員 白木　英行
  中島　忠司
  井上　一人
上席執行役員 大井　裕久
  小川　拓也
  高須　芳彦
  清水　正則
  江端　健一

常勤監査役  石川　治彦
 森　　錦司
監査役（社外）  松岡　正明
 渡邉　一平

創　　業 1920(大正9)年9月1日

設　　立 1950(昭和25)年9月2日

資 本 金  6,484,416,754円

本　　社 〒454 -0802  名古屋市中川区福住町2-26
 TEL 052-361-8211（代表）

従業員数 連結11,072名、単体3,637名

生産関連拠点：技術センター、生産技術センター、春日井物流センター、
厚木物流センター、大口工場、瀬戸工場、暁工場

支社：東北、関東、中部、関西、九州

支店：北海道、北東北、仙台、新潟、東京、北関東、東関東、南関東、 
東海、静岡、北陸、長野、大阪、京滋、兵庫、中国、四国、福岡

営業所・出張所等：（90カ所）

その他国内事業所：研修センター（11カ所）、お客様センター

個人・その他

32.6％

自己名義
2.4％

外国法人等
25.5％

24.4％

金融機関

14.2％

事業法人

証券会社
0.6％

執行役員 谷岡　克則
 穂谷野弘幸
 加島　厚朗
 松本　和彦
 遠藤　健治
 西澤　勇生
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 株価の推移 大株主（2022年9月30日現在）

リンナイグループ（2022年9月30日現在）

● 連結子会社　　● 非連結子会社　　■ 持分法非適用関連会社

Stock Information

（円） （千株）
株価 出来高

2021年
10月 11月 12月

2022年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月7月 8月 9月

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

株主名 持株数 ( 千株 )

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 8,856

内藤株式会社 6,215

株式会社日本カストディ銀行 ( 信託口 )  4,258

林　謙治 2,456

公益財団法人リンナイ奨学財団 1,400

ミサキ エンゲージメント マスター ファンド 1,137

東京瓦斯株式会社  784

内藤万琴  570

内藤ゆき美  550

株式会社ミツウロコグループホールディングス 527

国内子会社（12社）
製品の製造販売
● ㈱ 柳澤製作所
● リンナイテクニカ ㈱ 
● ㈱ガスター

製品の販売
● リンナイネット㈱

部品の製造販売
● アール・ビー・コントロールズ ㈱   
● リンナイ精機㈱ 　 
● アール・ティ・エンジニアリング㈱ 
● 能登テック㈱ 
● テクノパーツ㈱

その他の事業
● リンナイ企業㈱
他2社

製品の販売
● リンナイイタリア㈲
● 林内香港有限公司
● リンナイカナダホールディングス㈱
● 上海林内熱能工程有限公司
● 広州林内燃具電器有限公司 
● セントラルヒーティング 
　 ニュージーランド㈱
● リンナイプラス㈱
● リンナイマレーシア㈱
● リンナイ UK ㈱
● リンナイトレーディング ㈱
■ 海南林内民生燃具厨衛販売有限公司

部品の製造販売
● アール・ビー・コリア㈱
● 上海燃宝控制器有限公司 
● アール・エス・コリア ㈱ 
■ 三国 RK 精密㈱ 

その他の事業
● ガスアプライアンスサービシズ㈱
他6社

海外子会社・関連会社（35社）
持株会社および製品の販売
● リンナイホールディングス 
    （パシフィック）㈱

製品の製造販売
● リンナイアメリカ㈱
● リンナイオーストラリア㈱
● 上海林内有限公司
● リンナイコリア㈱ 
● リンナイインドネシア㈱ 
● リンナイニュージーランド㈱
● 台湾林内工業股份有限公司
● リンナイタイ㈱ 
● リンナイベトナム㈲ 
● リンナイブラジルヒーティング
    テクノロジー ㈲ 
● リンナイマニュファクチャリング
　 マレーシア㈱
● インダストリアスマス㈱

※当社は自己株式 1,225 千株を保有しておりますが、上記の大株主から 
　除いております。



〒454-0802  名古屋市中川区福住町2-26
TEL 052-361-8211

株主メモ Investor Information

https://www.rinnai.co.jp/

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで 

定時株主総会 毎年6月

基準日 定時株主総会・期末配当　毎年3月31日 
 中間配当　毎年9月30日

単元株式数 100株

公告方法 電子公告により行います。 
 https://www.rinnai.co.jp/
 ただし、事故その他やむを得ない事由が生 
 じたときは、日本経済新聞に掲載して行い 
 ます。

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社　 
 東京都千代田区丸の内1-4-1 
特別口座の口座 三井住友信託銀行株式会社　 
管理機関 東京都千代田区丸の内1-4-1

郵便物送付先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号 
 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部 　 

（電話照会先） 0120-782-031（フリーダイヤル） 
 受付時間：平日9：00〜17：00 

株式の上場 東 京 証 券 取 引 所 　プライム市場 
 名古屋証券取引所　プレミア市場

株式に関するお手続きのお申し出先について　　　

１. 未払配当金の支払いのお申し出先

 株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

２. 住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方法の指定等のお申し出先

 ① 証券会社に口座をお持ちの株主様の場合
  お取引証券会社等

 ② 証券会社に口座をお持ちでないため、特別口座が開設されました株主様の場合
  三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

人と地球にやさしいリンナイを目指して：
この株主通信はFSC認証紙と植物油インクを使用しています。


